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製品・システムの概要

先進性についての説明

保守・メンテナンス等の年間ランニング費用 1,000,000

工場・事業場当たりの想定省エネ率 ―

導入事例における費用対効果（年間）

40,000,000１台又は１式当たりの想定導入価格（参考）

21.6設備・システム当たりの想定省エネ率

https://www.n-thermo.co.jp

導入事例の省エネ量（原油換算：kl）

株式会社日本サーモエナー

木質ペレット焚き温水機

東京都港区白金台3丁目2番10号 白金台ビル5F

給湯、浴槽加温、冷暖房、温水循環

BSL-■■■　（■はボイラ定格出力kcal/h：100、200、300、400、500）

エネルギー負荷設備(本体設備)

https://www.n-thermo.co.jp/products/biomass/index.html

木質系バイオマスのうち木質ペレットを専用燃料とした温水熱供給設備です。独自の熱供給シス
テムにより、既存化石燃料焚きボイラの燃料を有効的に削減することができるので、省エネ、脱
炭素が計れます。
温水熱を多く利用する温浴施設、宿泊施設、福祉施設、スポーツ施設などに導入可能であり、
それぞれ施設の熱利用状況に合わせてバイオマスボイラを選定することができます。

導入可能な主な業種・分野

連絡先

株式会社日本サーモエナー　特機事業本部　バイオマス営業部
（電話番号）03-6408-8270
（E-mail）  ds@n-thermo.co.jp
（URL）     https://www.n-thermo.co.jp

導入対象となる分野・プロセス

16.5

4.1

バイオマスボイラは、真空式温水発生機を採用しており、熱効率が高く、寿命が長く、１台で２
系統、３系統の温水出力が可能です。
本設備のバイオマスボイラは、ボイラ技師等の有資格者が不要です。

M.宿泊業、飲食・サービス業 N.生活関連サービス業、娯楽業 P.医療、福祉



製品・システムの概要・イメージ図

導入事例の概要・イメージ図

業種・分野 温浴施設

バイオマスボイラ導入後の省エネ効果（1ヶ年分）
　バイオマスボイラ　　　　　 ：木質ペレット焚き温水機
　　　　　　　　　　　　　　 　BSL-500型　1台
　　　　　　　　　　　　　　 　出力581kW、ボイラ効率83％
　バイオマスボイラ熱出力　　 ：2,401,095MJ
　バイオマスの燃料使用量　　 ：170t
　ﾊﾞｲｵﾏｽﾎﾞｲﾗ着火用灯油消費量 ：360L
　灯油削減量（燃料起源）　　 ：80,587L
　ﾊﾞｲｵﾏｽﾎﾞｲﾗの電力消費量　　 ：5,908kWh
　省エネ量（原油換算）　　　 ：16.5kL
　省エネ率（原油換算）　　　 ：21.6％

対象設備・プロセス 給湯、浴槽加温


